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〇
総
務
省
令
第
百
四
十
七
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四

十
五
号
）
並
び
に
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措

置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関

す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
地
方
法
人
特
別
税
等
に

関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府

令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
、
第
七
条
の
二
の
十
一
及

び
第
七
条
の
二
の
十
四
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」

を
「
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
」
に
改
め
る
。

（
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規

則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施

行
規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
を
「
平
成
二

十
二
年
十
月
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法

令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
商

業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二

条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支

局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条

国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八

号
）
に
よ
っ
て
調
査
し
た
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
現

在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
日

（
以
下
「
公
示
日
」
と
い
う
。）の
前
日
ま
で
に
あ
っ
た

都
道
府
県
の
境
界
変
更
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
地
方
税

法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
七
条
の
二
の
九
及
び
第
七

条
の
二
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
地
方
税

法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
中
「
平
成
二
十

二
年
十
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
、「
平
成
十
七
年
十
月
一

日
」
と
す
る
。

２

平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
か
ら
公
示
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
都
道
府
県
の
境
界
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
い
て
当
該
境
界
変
更
を
考
慮
し
た
平
成
二

十
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
人

口
を
告
示
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
都
道
府
県
に
対
す
る

新
地
方
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
十
一
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
当
該
人
口
が
官
報
で
公

示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
人

口
を
告
示
し
た
と
き
は
、そ
の
人
口
」と
あ
る
の
は
、「
同

年
十
月
二
日
以
後
に
お
い
て
都
道
府
県
の
境
界
に
わ
た

つ
て
市
町
村
の
設
置
又
は
境
界
の
変
更
が
あ
つ
た
た
め

都
道
府
県
の
境
界
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
境

界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
の
人
口
（
地
方
税
法
施
行
規
則

及
び
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
総
務

省
令
第
百
四
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
後
の
第
七
条
の
二
の
九
第
一
号

に
規
定
す
る
境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
の
人
口
を
い

う
。）を
、
当
該
境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
が
従
来
属
し

て
い
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
人
口

か
ら
減
じ
た
も
の
と
し
、
当
該
区
域
が
新
た
に
属
す
る

こ
と
と
な
つ
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県

の
人
口
に
加
え
た
も
の
」
と
す
る
。

（
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規

則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
か
ら
公
示
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
都
道
府
県
の
境
界
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
地
方
自
治
法
施
行
令
第

百
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
当
該
境
界
変

更
を
考
慮
し
た
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け

る
当
該
都
道
府
県
の
人
口
を
告
示
す
る
ま
で
の
間
、
当

該
都
道
府
県
に
対
す
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規

則
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
当

該
人
口
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が

当
該
都
道
府
県
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
人

口
」
と
あ
る
の
は
、「
同
年
十
月
二
日
以
後
に
お
い
て
都

道
府
県
の
境
界
に
わ
た
っ
て
市
町
村
の
設
置
又
は
境
界

の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
都
道
府
県
の
境
界
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
境
界
変
更
の
あ
っ
た
区
域
の
人

口
（
地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
地
方
法
人
特
別
税
等
に

関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
百
四
十
七
号
）
附
則

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
後
の

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二

十
三
号
）
第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
に
規
定
す
る
境
界

変
更
の
あ
っ
た
区
域
の
人
口
を
い
う
。）を
、
当
該
境
界

変
更
の
あ
っ
た
区
域
が
従
来
属
し
て
い
た
都
道
府
県
に

つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
人
口
か
ら
減
じ
た
も
の
と

し
、
当
該
区
域
が
新
た
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
都
道

府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
人
口
に
加
え
た
も

の
」
と
す
る
。

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

３

平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
か
ら
公
示
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
市
町
村
の
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
が

あ
っ
た
と
き
又
は
市
町
村
の
境
界
が
確
定
し
た
と
き

は
、
都
道
府
県
知
事
が
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
当
該
廃
置
分
合
若
し

く
は
境
界
変
更
又
は
境
界
の
確
定
を
考
慮
し
た
平
成
二

十
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
人
口

を
告
示
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
市
町
村
に
対
す
る
新
地

方
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
十
四
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
当
該
人
口
が
官
報
で
公
示
さ

れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
七
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
人
口
を

告
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
人
口
」
と
あ
る
の
は
、「
同
年

十
月
二
日
以
後
に
お
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。

次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変

更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
市
町
村
の
境
界
が
確
定
し
た
と

き
は
、都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、

当
該
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
又
は
境
界
確
定
に

係
る
区
域
の
人
口
を
関
係
市
町
村
の
人
口
に
加
え
、
又

は
関
係
市
町
村
の
人
口
か
ら
減
じ
た
も
の
」
と
す
る
。

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁適

格
機
関
投
資
家
、
製
造
た
ば
こ
小
売
定

価
、
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日

本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定

附
属
書
一
の
日
本
国
の
表
に
お
い
て
関
税

の
譲
許
が
一
定
の
額
を
限
度
の
基
準
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
物
品
の
輸
入
額
、
諫

早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受
堤
防
の
排
水
門
の

開
門
調
査
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書

の
縦
覧
、
基
本
測
量
関
係
事
項
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、

再
生
関
係

J
L

会
社
そ
の
他

K
R

会
社
決
算
公
告

L
J

™
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